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あらまし：データ利活用型スマートシティはデータの利活用を通じて都市の課題を分野横断的に解決する

ことを目指すまちづくりのモデルである．その中心は市民中心型のサービス開発であり，地域課題とデー

タ利活用を踏まえた解決策を考える市民を育成することが求められる．著者らは 2018 年度に産学官連携

によるデータ利活用人材育成プログラムの構築を行った．本研究では，その実践結果を踏まえ，2019 年

度に向けたプログラムの改善について述べる． 
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1. はじめに 

データ利活用型スマートシティはデータの利活用

を通じて都市の課題を分野横断的に解決することを

目指すまちづくりのモデルである(1)．その中心は市

民中心型のサービス開発であり，地域課題とデータ

利活用を踏まえた解決策を考える市民を育成するこ

とが求められる(2)．著者らは 2018年度に産学官連携

（日本電気株式会社・香川大学・香川県）によるデ

ータ利活用人材育成プログラムの構築を行った(3)．

本研究では，その実践に基づき，2019年度に向けた

プログラムの改善について述べる． 

 

2. データ利活用人材育成プログラムの概要(3) 

2.1 プロトタイプ作成支援環境 

著者らは，データ利活用サービスのプロトタイプ

を作成するための知識・スキルを補完するプロトタ

イプ作成支援環境を開発した．本支援環境は欧州の

官民連携プロジェクトで開発／実証された IoT デー

タ利活用プラットフォーム FIWARE(4)を基盤として，

データ登録及びデータ利活用サービス開発を容易に

するライブラリ群で構成されている. 

2.2 本支援環境を用いた人材育成プログラム 

2018年度に，本支援環境を活用したデータ利活用

人材育成プログラムを設計し，香川県の市民講座「ま

ちのデータ研究室」で実践した.講座は 1 回 90 分，

全 12 回が実施された.最終回は受講者がデザインし

たデータ利活用サービスの成果発表会であった. 

3. 初年度実践に対する受講者の総括的評価 

最終回に，本プログラムに対する総括的評価を受

講者に依頼した．方法は匿名式のアンケートであっ

た．回答者は最終回に参加した 9 名である．受講者

の回答結果に基づき改善点を考察する． 

図 1 に受講者による講師／講座内容／運営に対す

る評価の結果を示す．改善に関連する内容として，

難易度については「4. やや難しい」と回答する受講

者が 6名，1 回の講義・演習時間については，「2. や

や短い」とする回答が 4名，開講日数については「4.

やや長い」「5. 長い」とする回答が併せて 8 名であ

った． 

図 2 に受講者による自己評価の結果を示す．改善

に関連する内容として，講義の様子を撮影した動画

教材について「3. やや利用した」が 7 名であった．

「地域課題への関心が向上した」「データ利活用への

興味が向上した」とする質問に対しては回答者全員

が肯定的評価であった．継続できたと思うかという

質問に対しては，2 名が「2. ややできなかった」と

回答した． 

図３に受講者による参加しやすい時間帯について

の意見を示す．本結果により，土曜午後が比較的参

加しやすい時間帯であることがわかる． 

 図４に受講者が感じる受講継続要因を示す．受講

者によって継続要因には多少ばらつきがあることが

推察される．運営側の要因としては，開講日数，開

講時期があがっている．受講者側の要因としては、

データ利活用への興味関心がわずかに多い． 
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 上記の択一式，複数選択式項目に加えて，自由記

述式の質問を行った．質問文は「地域課題をテクノ 

 

 
図 1 受講者による講師／講座内容／運営評価 

（5段階評定、*：反転項目） 

 

 
図 2 受講者による自己評価（4段階評定） 

 

 
図 3 受講者による参加しやすい時間帯 

 

 
図 4 受講者が感じる受講継続要因 

ロジーを活用して解決するための有効な取り組みは

何だと思いますか？」であった．これに対し以下の

意見が得られた： 

・「課題とテクノロジーのマッチング．課題だけ、テ

クノロジーだけでは前に進めない．」 

・「地域課題を地域だけで抱え込まずに類似する課題

を持つ地域・団体と情報共有して解決させるといい

と思います．」 

 

4. 初年度実践に基づくプログラムの改善 

受講者の総括的評価に基づき改善を行った．具体

的な内容は参考文献(5)に譲る．初年度から継続した

箇所，改善として変更した箇所をそれぞれ述べる． 

継続して残した箇所は次のとおりである．曜日は

土曜日午後の開講とした．動画教材は一定の有用性

があると考え，提供する方針とした．図１より，理

解度，講師説明，講義資料，講義内容については肯

定的に評価する受講者が多かった．そこで例示等の

コンテンツの変更よりは，テーマの明示や，サブ講

座への切り分けなどコンテンツの位置づけや流れを

整理する方針とした． 

変更した箇所は次のとおりである．テーマとして

データ利活用による地域課題の側面を強調した(5)．

難易度に関連して，初年度は，Web 技術と IoT 技術

とが混在した内容であった(3)が，これらをサブ講座

として切り分け，どちらか一方だけでも受講可能と

することで難易度の分散を図った．受講期間は，初

年度実践において年をまたいだ際に，受講者が著し

く減った(3)ことから，年末までにプログラムが完了

するようにし，開講日数を少なく（1 サブ講座ごと

に 4日間），１回の開講時間を長め（2コマ 120分 休

憩あり）に取ることとした．  

 

5. おわりに 

 産学官連携によるデータ利活用人材育成プログラ

ムの改善について述べた．今後は経年比較により改

善効果を調べ，プログラムを充実させていきたい． 
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